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	プロジェクト名
	Ⅲ　次世代の青少年を育てる
	概 要
	小学校低学年から子どもの発達段階に応じた、キャリア教育を系統的・継続的に実施することにより、子どもたち一人ひとりに勤労観・職業観を育成し、すべての子どもたちが自ら進路選択する力を身につけていくとともに、社会において自立していく能力や態度を育みます。

	
	　(4) 若者の自立・挑戦プロジェクト
	
	

	1 評価指標
	(1) 就職率　　(2) 進学率

	2 評価指標の推移、　 全国及び他府県比較
	(1) 高校生の就職率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
　

１５年度
１６年度
１７年度
１８年度
１９年度
大阪府　　

１１．４

１１．３

１１．７

１２．２

１２．５

東京都

６．６

６．８

７．０

７．０

７．６

全　国

１６．６

１６．９

１７．４

１８．０

１８．５

（資料）「大阪の学校統計」
	(2) 高校生の大学等への進学率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

　

１５年度
１６年度
１７年度
１８年度
１９年度
大阪府　　

４８．１

４９．０

５１．１

５４．１

５５．６

東京都

５２．５

５３．５

５６．２

５９．０

６１．４

全　国

４４．６

４５．３

４７．３

４９．４

５１．２

（資料）「大阪の学校統計」

	3 関連指標
	(1) 大阪府公立中学校職場体験学習の実施率　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

１5年度

１６年度

１７年度

１８年度

大阪
１日の実施

18.3
17.1

12.9

11.0

複数日の実施
78.4
80.2

84.1

85.9

計
96.7
97.3

97.0

96.9

全　国
88.7
89.7
91.9
94.1
（注）府内公立中学校
(2) 大阪府立高校のインターンシップの実施率
（単位：％）

１５年度

１６年度

１７年度

１８年度

１９年度

大阪府
４３.８
５４.６
４７.５
５４.８
６５.３
全　国
５２.2
６０.1

５９.３
６２.９
６４.６
（注）府立高等学校（全日制）
(3) 高校生の就職内定率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
　

１５年度
１６年度
１７年度
１８年度
１９年度
大阪府

８０．６

８４．６

８８．４

９０．６

９０．１

東京都

９０．７

９４．７

９４．０

９３．９

９４．９

全　国

８９．０

９１．２

９２．８

９３．９

９４．７

（資料）文部科学省「就職内定状況調査」
(4) 高校中退者・中退率
　　　
15年度
16年度
17年度
18年度
大阪府
中退者（人）
２，７８０
２，７９３
３，００３
３，１９４
中退率（％）
２．３
２．３
２．６
２．８

全　国
中退者（人）
81,799
77,879
76,693
77,027
中退率（％）
２．２

２．１

２．１

２．２
　　　（注）全国は国公私立高校、大阪府は府立高校全日制　　
	 (5) 大阪府立高校（全日制）の「事由別中退者数と割合」（各年度5月1日現在）
15年度

16年度

17年度

18年度

学校生活・学業不適応

1,225
(44.1)
1,120

(40.3)
1,304
(43.4)
1,537
(48.1)

学業不振

246
(8.8)
277

(10.0)
413

(13.8)
372

(11.6)

進路変更

941
(33.8)
1,043
(37.5)
877

(29.2)
841

(26.3)

病気・けが・死亡

47
(1.7)
25
(0.9)
41

(1.4)
56
(1.8)
経済的理由

106
(3.8)
125
(4.5)
99

(3.3)
105

(3.3)
家庭の事情
（経済的理由は除く）

77

(2.8)
55
(2.0)
110

(3.7)
92

(2.9)
問題行動等

50

(1.8)
39
(1.4)
56

(1.9)
80

(2.5)
その他

88

(3.2)
109
(3.9)
103

(3.4)
111

(3.5)
     （注）上段は人数(単位：人)、下段（）内の数字は全体に占める割合(単位：%)
(6) 高校卒業就職者の3年後の離職率
（単位：％）

12年3月卒業

13年3月卒業

14年3月卒業

15年3月卒業

大阪府

５３．５
５２．３
５０．０
５０．７

全国

５０．３
４８．９
４８．５
４９．３

　　（資料）厚生労働省「新規学校卒業就職者の就職離職状況調査結果」

	4 要因・背景等
	　高校生の大学への進学率や就職内定率は上昇傾向にあるものの、明確な目標を持たないままの進学などによる高校の中途退学等の増加や就職者の早期離職などがみられる。若者が自分の将来へ展望を持ち、生き方を考えることが難しくなってきているといえる。
このため、学校教育全体にわたって、子どもの一人ひとりの発達段階に応じた小・中・高等学校における系統的・継続的なキャリア教育に取り組み、勤労観・職業観や、自ら進路選択する力を育成するとともに、将来、職業人・社会人として自立する能力や態度を育成するための支援が必要である。
	5 取組状況
	別紙のとおり

	6 　評　　　　価
	(1)緊急性・継続性

　　早期の離職や進路未定、中途退学者等の課題があり、また、最近の青少年による凶悪犯罪事件の背景として、若者が自分の将来へ展望を持ち、生き方を考えることが難しくなってきていると指摘されていることから、継続的な取り組みが必要である。

　

(2)府の関与の必要性
府域で、子どもの一人ひとりの発達段階に応じた小・中・高等学校における系統的・継続的なキャリア教育の進展を図るためには、広域的及び校種間連携による取り組みが必要であり、府の関与が求められる。


	(3)施策の効果

　　職場体験学習、インターシップなど様々な取り組みがなされてきており、さらに、キャリア育成推進事業によるキャリア教育推進フォーラムやキャリアカウンセリング研修などの啓発により、キャリア教育の視点による学校教育活動の改善・充実が図られつつある。

(4)特記事項

	
	【総　合　評　価】

　
今日、明確な目的・目標を持たないままの進学やいわゆる不本意入学、あるいは義務教育段階での不登校や高等学校での中途退学、さらには、中・高等学校での進路未決定など、子どもたちの進路をめぐるさまざまな課題が指摘されている。
そのため、子どもたちに将来、職業人・社会人として自立していく能力と態度を身につけさせるため、35人学級、少人数指導の実施や学校教育の早い段階から、発達段階に応じて、系統的・継続的なキャリア教育に取り組む必要がある。








